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しみず議会だより

犬、猫も大切な家族　～癒しと共生いつまでも～



2清水町議会だより
令和6年５月　177号

（万円）

令和６年第２回定例会は、３月
6日から19日までの14日間の会期
で開かれました。

３月定例会の流れ

初日（3/6）

一般質問　（3/11～12）

予算審査特別委員会（3/6～18）

最終日　（3/19）

会計区分
令和６年度

予算額
令和５年度

予算額
前年度比

一般会計 86億6,800 84億9,300 2.1％

特
別
会
計

国民健康保険 12億7,900 13億   600 ▲2.1％
後期高齢者

医療保険 2億1,100 2億   400 3.4％

介護保険 12億   750 11億9,640 0.9％
水道事業 4億5,510 6億   500 ▲24.8％

下水道事業 6億2,360 6億6,280 ▲5.9％
６会計予算合計 124億4,420 124億6,720 ▲0.2％

〇詳しくは、広報しみず４月号をご覧ください⇒

�令和６年度一般会計予算令和６年度一般会計予算
�原案どおり可決原案どおり可決
賛成８名　反対４名賛成８名　反対４名

原案に反対鈴木 孝寿 議員

　

物
価
高
騰
の
中
で
町
の
優
先
課
題
は

限
ら
れ
た
財
源
を
適
切
に
配
分
し
、
事

業
の
重
要
度
、
緊
急
度
を
見
極
め
、
住

民
の
生
活
を
守
る
政
策
に
ま
ず
は
取
り

組
む
こ
と
で
あ
る
。

　

空
き
家
対
策
の
早
期
検
討
、
地
域
活

性
化
交
流
施
設
整
備
補
助
金
・
地
域
お

こ
し
協
力
隊
支
援
業
務
・
求
人
支
援
サ

イ
ト
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
事
業
へ
の
懸
念
、

商
工
業
の
振
興
事
業
の
見
通
し
へ
の
疑

問
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
国
保
税
や
介

護
保
険
料
を
引
き
上
げ
る
中
で
、
低
所

得
者
に
対
す
る
施
策
や
農
業
者
へ
の
物

価
高
騰
対
策
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
原

案
に
反
対
す
る
。

川上 均 議員 原案に反対原案に賛成西山 輝和 議員

中島 里司 議員

予算審査特別委員会開催中、「予算に計上されていない項目」と委員長が判断した質疑への発言に予算審査特別委員会開催中、「予算に計上されていない項目」と委員長が判断した質疑への発言に
ついて、委員会の中でその是非をめぐって議論する場面がありました。ついて、委員会の中でその是非をめぐって議論する場面がありました。

その後、その発言は削除されましたが今後も同様の事態が生じないよう、議事運営に関し研鑽をその後、その発言は削除されましたが今後も同様の事態が生じないよう、議事運営に関し研鑽を
積み、各議員の認識の統一を図っていきます。積み、各議員の認識の統一を図っていきます。

予算審査特別委員会審議等を研鑽していきます予算審査特別委員会審議等を研鑽していきます

　

老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
へ
の
対

応
、
更
に
は
物
価
高
騰
等
に
よ
り
財
政

が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
中
、
安
心
安

全
な
暮
ら
し
と
生
活
の
た
め
の
医
療
、

福
祉
、
子
育
て
、
教
育
施
策
、
経
済
対

策
や
産
業
構
造
の
維
持
を
着
実
に
進
め

る
と
と
も
に
、
定
住
促
進
、
魅
力
の
発

信
課
題
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
課
題
に

対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
々
変
化
す
る
社
会
状
況
を

と
ら
え
た
脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
、
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、

原
案
に
賛
成
す
る
。

　

特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
が
あ
っ
た

部
分
を
カ
バ
ー
す
る
町
民
へ
の
何
ら
か

の
軽
減
措
置
の
部
分
が
残
念
な
が
ら
見

当
た
ら
な
か
っ
た
。
今
後
さ
ら
な
る
負

担
増
が
見
え
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
町

民
へ
の
説
明
は
本
当
に
果
た
さ
れ
て
い

た
の
か
。

　

特
に
国
保
会
計
の
急
激
な
負
担
増
は

結
果
的
に
町
民
に
負
担
を
押
し
付
け
る

と
い
う
判
断
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
反
省
を
求
め

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
へ
の
予
算
付
け
を
含
め
、
根

幹
と
な
る
重
要
事
項
へ
の
配
分
が
見
ら

れ
な
い
の
で
、
原
案
に
反
対
す
る
。

討論討論がありましたがありました

　

令
和
６
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
町
政

の
流
れ
が
町
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
と

い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
不
透
明
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
財
政

が
厳
し
く
な
っ
て
く
る
か
ら
町
民
に
我

慢
し
て
も
ら
う
と
こ
ろ
は
我
慢
し
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
と
い
う
点
は
理
解
す
る

が
、
今
回
は
も
う
少
し
我
慢
し
て
も
良

い
の
で
は
と
い
う
案
件
が
何
件
か
見
ら

れ
た
。
個
別
の
指
摘
は
し
な
い
が
、
予

算
案
全
体
を
通
し
て
そ
の
よ
う
な
感
じ

が
あ
る
の
で
原
案
に
反
対
す
る
。

原案に反対
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地域活性化交流施設整備補助金に、どういう
計画が出ているのか。事業計画書が出た上で、

1,000万円の補助金が策定されたのか。

務費総総

Ｑ

廃屋解体撤去事業補助金について、本来は建
て替えのための補助は目的外のためできない

とされていたができるようにした理由は。

Ｑ

事業計画書の詳細はもらっていないが、概要
として、17室ある部屋を改修しながら、下宿

として４部屋、合宿施設として９部屋の内部を修繕
したうえでそれぞれ受け入れするものである。

ここ数年、補助を受け解体を望む方が増え、
空き家も目立ってきているところであり、実

態に合わせて又町民からも要望があるため制度の改
正を行ったところである。

Ａ

Ａ

交流事業ということで、東京都北区の子ども
たちが来るということだが、埼玉県深谷市と

はどのような交流をしていくのか。

Ｑ

子育て移住体験事業（保育園留学）について、
今年は予定者が21人で増えるのは良いが、保

育士が足りなくぎりぎりでやっている中、実際受け
入れできるのか。

Ｑ

深谷市からは、議会議員の皆さんに来ていた
だいた経緯もある。できれば深谷市の子ども

たちも清水町に来てもらえるように話をしている。

４月や５月、３月の卒園式の時などは現場の
状況を参酌して受け入れを実施していない。

一時保育の枠が５人と決まっている中で、５人中１
人の受け入れで実施している。現場の負担にならな
いような形で実施している。

Ａ

Ａ

子育てサポート助成について、保護者の労働
多様化による保育時間や休日の預かり体制の

充実ということで、色々な条件があると思うが、ど
のようなものなのか。

生費民民
Ｑ

保育施設給食調理業務委託料について、もう
少し地元の食材を使ったり、冷凍ではなく新

鮮な食材を使って提供できないのか。

Ｑ

会員になれば誰でも使える制度。例えば、農
繁期の時に日曜日預かりの申し込みや、仕事

が遅く19時以降の預かりなどに対応して利用が増
えている状況である。

できる限り旬の物は清水町の食材を使うよう
努力をしている。流通があるので、冷凍の食

材の方が鮮度良く届くということもある。月に一度
給食会議を開いて、委託業者とこども園と子育て支
援課で情報共有をしながらより良い給食の提供に努
力している。

Ａ

Ａ

一般会計予算に対する一般会計予算に対する 質疑質疑
　３月13・14・15・18日の4日間の予算審査特別委員会における質疑の中から費目別に
　ピックアップしています。
　※質疑と答弁は要約されています。詳しい内容は YouTube から見ることができます。

清水町議会
Y o u T u b e
　　　　��↳
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乳幼児の医療費が増えているが、乳幼児がだ
んだん減ってきている中で何が増加している

のか。

生費衛衛
Ｑ

ゴミ袋の在庫はどれくらいあるのか。清水町の
ゴミ袋は比較的破れやすいがゴミ袋の品質を変

えることはできるのか。

Ｑ

子どもたちのインフルエンザや他の病気も増
えてきていて、病院にかかっている子どもが

多いことが要因と考える。

現在の在庫は大体4か月分ほどある状況。品質
に関しては、改善できるか業者と検討していく。

Ａ

Ａ

十勝清水ハローワーク事業は、本当のハロー
ワークのサイトがある中で、働きたいが、わ

ざわざ清水町のホームページで求人を探すだろうか。

働費労労
Ｑ

十勝清水ハローワークの求人情報の中で、社
会保険等が一切明記されていない企業がある。

最低でもそのような情報は載せるべきだと思うが。

Ｑ

閲覧数はゼロではない。十勝清水ハローワー
クだけを見に来たとは言い切れないが4,487回

の閲覧がある。求人の募集がどれだけあるのかとい
うのを町のホームページでわかることは良いことだ
と考えている。

求人情報については各事業所に参考シートを
出していただいている状況で、その部分が空

欄になっている状況である。社会保険など大事な項
目なので、確認して注意していく。

Ａ

Ａ

甜菜の作付け支援事業の助成額が、１ha 辺り
１万円の根拠は何か。少ないのではないか。

林業費農農

Ｑ

新規就農者が増えるような政策に力を入れる
べきではないか。

Ｑ

年間６～７回の防除を実施するが、１回3,000
円 /ha かかるので、半分程度の経費とした。

次年度に向けて農協やホクレンとも協議して検討し
たい。

関係機関や農業委員会とも相談をしながら、
対策を打っている町村のやり方を参考にし、

今後検討していく。

Ａ

Ａ

学校の畑で使ったり、町の中にタンクを設置
したりして消化液（液肥）を町民が自由に利

用できるようにしてはどうか。

Ｑ 美蔓から持ってくるには規模が大きくて色々
な問題が出てくる。家庭菜園等で消化液が使

えるのは町としてとても PR として良いものなので
努力したいが、時間がかかると思う。

Ａ
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ビジョンマップを作成したらどうなるのか。
作成する理由と今後どう活用していくのか。

工費商商
Ｑ

企業等スタートアップ事業補助金200万とい
うのは少ないと思う。補助上限を引き上げて

も良いのではないか。

Ｑ

今後行政が計画を作るときに、商店街のここ
にはこんな機能や施設があったらというもの

を上げていきたい。町民と共有できる具体的な目標
として活用していきたい。

10月に発行したプレミアム商品券は商工会が
発行していて、２月はハーモニー会が発行し

ているので今回のような状況が生じている。商工会
とも協議して、町民が使いやすい商品券事業に努め
たい。

Ａ

Ａ

２月発行のプレミアム商品券は、大型店で使
えないので、使えるようにしてほしいという

声が多いが。

Ｑ

上限200万円は、この補助金ができたときの
上限額がそのまま引き継がれている。社会情

勢や財政的な状況を見ながら、総合的に判断してい
きたい。

Ａ

住宅耐震診断と改修費補助は、現状実績がな
いと聞いている。能登半島地震を受けて町民

の関心も高まっていると思うが、今後の予定はどう
か。

木費土土
Ｑ

交差点部の除雪がすごく溜まっていて危ない。
そういった部分の対策は今後どうしていくのか。

Ｑ 車道確保で路肩を広げ、交差点も見やすくし
ているが、十分でないところもある。交通安

全上に支障がある部分については確認をして対応し
ていきたい。

住宅を改修するときにそういった診断や耐久
補強という部分が出てくると思うので、各種

団体や建設業界等に情報を共有しながら少しでも利
用につなげるよう改善していく。

Ａ

Ａ

小学生の親善派遣授業について、今回も８名
派遣することになっている。今回の８名はど

のように選出されるのか。

育費教教
Ｑ

今回英語検定の助成の実施について、この事
業を実施するに至った経緯は何か。また、漢

字検定や日本語検定、習い事等含めて保護者から負
担の要望はあるのか。

Ｑ 他の検定や習い事について要望は特にもらっ
ていない。英語検定については小・中学校から、

毎年多くの子どもたちが受験していることを聞いて
おり、。ちょうど国際交流の取り組みも行っている
ことから、実施することとした。負担を少しでも抑
えながら、子どもたちに語学への興味や関心意欲を
深めてもらいたいと考えている。

Ａ

小学5、6年生の募集をもらっている。清水小
学校からは７名、御影小学校からは１名の応

募をいただいて教育長が両学校長の前で抽選で選出
をしている。御影小学校からは少なくても２人は確
約する、清水小学校からは４人は確約するといった
ような人数の配分など両学校から出ていただけるよ
う配慮していく。

Ａ

防費消消
消防団が定員割れしていることについて、消
防担当として議論しているのか。

Ｑ 現在の定員は人口が多い時の定員のままで変
わっていない。具体的な検討はしていないが、

協議しなければならないということは団長に伝えて
いる。

Ａ
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第2回定例会
（令和6年3月）審議結果

条
例
改
正
等

▼�

清
水
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正　

　

税
率
の
改
正
（
国
民
健
康

保
険
制
度
は
令
和
12
年
度
を

目
途
に
北
海
道
で
統
一
の
保

険
料
を
目
指
し
て
お
り
、
税

率
を
改
正
し
て
い
く
も
の
）

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

▼�

清
水
町
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
振
興
基
本
条

例
の
制
定

　

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法

が
制
定
さ
れ
、
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
も
小
規
模
企
業

振
興
に
関
す
る
政
策
を
策
定
・

実
施
す
る
責
務
が
明
記
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
制
定
。

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

▼�

地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
の
制

定

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
条
項
の
移
動
が
あ
り
、

自
治
法
の
規
定
を
引
用
し
て

い
る
本
町
の
条
例
に
つ
い
て

改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

清
水
町
行
政
手
続
き
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
個
人
番
号

の
利
用
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
「
行
政
手
続
き
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
の
改
正
に
よ
る
条

文
の
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

第
１
号
会
計
年
度
任
用

職
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
、
第
１
号
会
計
年
度
任
用

職
員
に
対
す
る
勤
勉
手
当
の

支
給
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と

に
伴
う
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

第
２
号
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
、
第
２
号
会
計
年
度
任
用

職
員
に
対
す
る
勤
勉
手
当
の

支
給
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と

に
伴
う
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

清
水
町
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

　

デ
ジ
タ
ル
臨
時
行
政
調
査

会
で
決
定
し
た
プ
ラ
ン
に
よ

り
、
書
面
掲
示
等
の
ア
ナ
ロ

グ
規
制
の
点
検
見
直
し
方
針

に
基
づ
き
「
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
施
設
等
の
運
営

に
関
す
る
基
準
」
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
う
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

清
水
町
介
護
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

　

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
、

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

（
令
和
６
～
８
年
度
）
に
お

け
る
第
一
号
被
保
険
者
の
介

護
保
険
料
基
準
額
、
段
階
数

の
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

清
水
町
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

　

厚
生
労
働
省
で
定
め
る
「
各

サ
ー
ビ
ス
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
等
に
関
す
る
基
準
」

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う

改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

清
水
町
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
並
び
に
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

　

厚
生
労
働
省
で
定
め
る
「
各

サ
ー
ビ
ス
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
等
に
関
す
る
基
準
」

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う

改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

清
水
町
指
定
介
護
予
防

支
援
等
の
事
業
の
人
員

及
び
運
営
並
び
に
指
定

介
護
予
防
支
援
等
に
係

る
介
護
予
防
の
た
め
の

効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

　

厚
生
労
働
省
で
定
め
る
「
各

サ
ー
ビ
ス
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
等
に
関
す
る
基
準
」

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う

改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

清
水
町
指
定
居
宅
介
護

支
援
等
の
事
業
の
人
員

及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

　

厚
生
労
働
省
で
定
め
る
「
各

サ
ー
ビ
ス
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
等
に
関
す
る
基
準
」

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う

改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】
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補
正
予
算

専
決
処
分

▼�

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
11
号
）

　

既
定
予
算
に
４
０
０
０
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

９
２
億
７
１
４
５
万
５
千
円

と
す
る
。

【
承
認
】

▼�

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
12
号
）

　

既
定
予
算
か
ら
５
２
０
１

万
４
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
92
億
１
９
４
４
万
１

千
円
と
す
る
。

　

主
な
増
額
補
正
は
、
い
き

い
き
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金

積
立
金
、
郵
便
料
、
返
礼
品

費
用
、
寄
付
サ
イ
ト
利
用
手

数
料
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
事
業
補
助
金
、
能
登
半

島
地
震
災
害
復
旧
支
援
金
、

戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
、
国
庫
道
費
負
担
金
返

還
金
（
自
立
支
援
給
付
費
）、

審議結果第2回定例会
（令和6年3月）

そ
の
他
の
議
案

人
事
案
件

乳
幼
児
等
医
療
費
、
施
設
型

給
付
費
、
障
害
児
通
所
給
付

費
、
十
勝
圏
複
合
事
務
組
合

負
担
金
（
ご
み
処
理
分
・
し

尿
処
理
分
）、
自
動
車
事
故

賠
償
金
、
有
害
鳥
獣
侵
入
防

止
電
牧
柵
等
設
置
補
助
金
、

財
政
調
整
基
金
な
ど
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

令
和
５
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

▼
令
和
５
年
度
後
期
高
齢

　

者
医
療
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
４
号)

�

▼�

令
和
５
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）

▼�

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
13
号
）

１
９
４
万
３
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
92
億
２
１
３
８

万
４
千
円
と
す
る
。

　

主
な
増
額
補
正
は
、
町
民

バ
ス
の
車
両
修
繕
費
。

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

▼�

教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

　

板
橋
亜
紀
さ
ん
（
本
通
５
）

を
教
育
委
員
会
委
員
に
選
任

（
再
）
し
た
い
旨
の
町
長
提

案
が
あ
り
、
議
会
は
同
意
し

ま
し
た
。

▼�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
に
つ
い
て

　

伊
藤
香
織
さ
ん
（
日
の
出

２
）
を
推
薦
し
た
い
旨
の
町

長
提
案
が
あ
り
、
議
会
は
「
適

任
」
と
し
ま
し
た
。

▼�
清
水
町
水
道
事
業
給
水

条
例
の
一
部
改
正

　
「
水
道
法
」
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
引
用
す
る

条
文
の
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

清
水
町
議
会
議
員
の
請

負
の
状
況
の
公
表
に
関

す
る
条
例
の
制
定

　
　
　
（
議
員
提
出
議
案
）

　

地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、

議
員
の
兼
業
禁
止
の
規
定
が

改
正
さ
れ
、
政
令
で
定
め
る

一
定
金
額
で
あ
る
３
０
０
万

円
ま
で
は
議
員
個
人
に
よ
る

町
の
請
負
が
規
制
の
対
象
か

ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

議
員
個
人
の
請
負
の
透
明
性

を
確
保
し
、
議
会
の
運
営
の

構
成
及
び
事
務
の
執
行
の
適

性
を
図
る
こ
と
に
よ
る
制
定
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

令
和
５
年
度
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算（
第
6
号
）

▼�

令
和
５
年
度
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第

4
号
）

【
す
べ
て
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

損
害
賠
償
の
額
の
決
定

及
び
和
解
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
12
月
、
清
水
町

字
羽
帯
南
12
線
１
０
３
番
地

清
水
円
山
展
望
台
に
お
い
て
、

町
公
用
車
が
坂
道
走
行
中
路

面
凍
結
に
よ
り
ス
リ
ッ
プ
し
、

後
続
の
車
両
に
衝
突
し
損
傷

を
与
え
た
こ
と
に
よ
る
損
害

賠
償
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

町
道
の
路
線
廃
止
に
つ

い
て

【
路
線
名
】
側
道
南
清
水
２

号
道
路

【
起
点
】
清
水
町
字
羽
帯
２

５
２
番
４
地
先

【
終
点
】
清
水
町
字
羽
帯
５

１
３
番
３
地
先

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

町
道
の
路
線
認
定
に
つ

い
て

【
路
線
名
】
西
清
水
２
号
東

道
路

【
起
点
】
清
水
町
南
１
条
西

６
丁
目
15
番
２
地
先

【
終
点
】
清
水
町
南
１
条
西

６
丁
目
５
番
地
先

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

板橋　亜紀 さん伊藤　 香織 さん
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町
政
を
問
う
！

町
政
を
問
う
！

山本�奈央　議員　　����　���11ページ
１�　「十勝清水学」をもっと多くの方
が学べる機会を

田村�幸紀　議員　　　������９ページ
１�　自治体DXの推進に向けた進捗

佐藤�幸一　議員　�　　������10ページ
１　妊婦健康診査等に対する支援につ
　いて
２　まちの景観について
３　清水高等学校存続支援について

中河�つる子　議員�　����　　��12ページ
１�　能登半島地震を見ながら、清水町
の災害対策を考える

一
般
質
問

３月定例会では、7人の議員
が15項目にわたり一般質問
を行いました。

　議員が町政全般に関して、執行機関
（町長や行政委員会）にその執行の状
況や将来の方針、住民生活に密接に係
わる事項等について質問をすることを
いいます。　
　清水町議会では１人の質問時間を答
弁も含めて90分以内としています。

一般質問とは

川上�均　議員　    　   　14ページ
１�　防災対策専門部局の創設について考
えを問う
２　インセンティブ交付金から見た高齢
　者の自立支援の評価指標の現状と今後
　の取り組みについて考えを問う
３　広報しみず及び SNS を活用した今
　後の町の広報戦略について考えを問う

只野�敏彦　議員　　　　��13ページ

１　蜂の巣駆除について
２　�体育館建設について
３　人口減少対策について

※１議員最大３項目まで掲載、質問と
答弁は要約し掲載しています。なお、
一般質問の全文はホームページでご覧
になれます。（３月定例会の内容は、
６月末に掲載予定です）

鈴木�孝寿　議員　　　       15ページ

１�　役場における町民への過払い未払
いの取扱いについて
２　公的な団体における決算報告の見
　える化について
３　出張等における外部団体からの旅
　費の受領について
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第２回定例会
町政を問う！ 一般質問

田村�幸紀　議員

人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
、
そ
れ
に

伴
う
担
い
手
不
足
や
地
域
経

済
の
縮
小
傾
向
は
避
け
て
通

れ
ず
、
小
さ
く
て
も
質
の
高

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
と
い
う
町
の
基
本
理
念
の

中
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
本
格
的
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
と
は
、

単
に
「
Ｄ
：
デ
ジ
タ
ル
技
術
」

を
通
常
業
務
に
取
り
入
れ
る

だ
け
の
も
の
で
は
無
く
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
「
Ｘ
：
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
変

化
・
変
革
）」
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
業
務
効
率
化

に
よ
り
生
じ
た
余
力
を
手
助

け
が
必
要
な
方
々
へ
き
め
細

か
な
マ
ン
パ
ワ
ー
を
発
揮
で

き
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
で
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
る
。

　

目
ま
ぐ
る
し
い
ス
ピ
ー
ド

で
変
革
す
る
社
会
情
勢
と
こ

れ
か
ら
起
こ
り
得
る
様
々
な

地
域
課
題
解
決
に
向
け
、
本

町
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
と
導

入
計
画
に
つ
い
て
の
進
捗
と

問

全
国
の
自
治
体
で

は
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
や
書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
窓
口
、コ
ン
ビ
ニ
交
付
、

電
子
決
済
、
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
防
災
施
策
等
の
よ
う

な
導
入
事
例
が
と
て
も
増
え

て
き
て
い
る
が
、
本
町
で
は

D
X
の
先
進
地
視
察
な
ど
は

実
施
し
て
い
る
の
か
。

問

先
進
地
視
察

等
に
つ
い
て

は
、
近
隣
町
村
で
も
行
わ
れ

て
い
る
、
議
案
書
の
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
に
つ
い
て
担
当
職

員
が
導
入
し
て
い
る
市
町
村

に
伺
っ
て
、
情
報
収
集
し
て

き
た
実
績
は
あ
る
。

　

国
で
先
進
的
な
事
例
集
が

出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ

る
の
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
で
も
活
用
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

必
要
が
あ
れ
ば
、
先
進
地
視

察
調
査
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
新
年
度

予
算
に
関
し
て
も
、
ど
れ
だ

け
今
の
段
階
で
取
り
組
め
る

か
と
い
う
の
は
わ
か
ら
な
い

が
、
そ
の
中
で
検
討
し
た
上

で
実
施
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
。

令
和
５
年
８

月
に
、
デ
ジ

タ
ル
社
会
に
対
応
し
て
い
け

る
よ
う
に
Ｄ
Ｘ
に
対
応
し
得

る
人
材
の
育
成
、
デ
ジ
タ
ル

マ
イ
ン
ド
の
醸
成
を
目
的
と

し
た
職
員
研
修
を
実
施
し

た
。

　

令
和
６
年
度
に
は
新
た
に

公
式
L
I
N
E
の
導
入
や
地

デ
ジ
広
報
を
実
施
す
る
ほ

か
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
A
I

（
人
工
知
能
）
等
の
活
用
に

よ
り
業
務
効
率
化
を
図
る
と

と
も
に
、
人
的
資
源
を
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目

標
に
、
本
町
の
D
X
推
進
の

基
本
方
針
を
定
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
基
本
方
針
検
討
に
向

け
て
は
、
各
課
横
断
的
に
住

民
に
と
っ
て
利
便
性
の
あ
る

サ
ー
ビ
ス
や
現
状
抱
え
て
い

る
課
題
を
各
課
で
洗
い
出
す

作
業
を
進
め
て
い
く
。

町
長

町
長

自治体 DX の推進に向け
た進捗

業務効率化や行政サービスの向上に
向けて、デジタル技術の新規導入に
取り組んでいく

町長

新
事
業
導
入
に
対
す
る
役
場

内
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
伺

う
。

　

ま
た
、
D
X
推
進
の
先
進

地
視
察
や
情
報
収
集
に
よ
り

本
町
で
実
現
可
能
な
も
の
か

否
か
を
考
え
、
適
切
な
時
期

に
適
切
な
判
断
を
下
せ
る
よ

う
引
き
続
き
検
討
し
て
い

く
。

　

日
々
の
業
務
を
執
行
す
る

中
で
課
題
を
一
番
理
解
し
て

い
る
の
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
直
接
担
っ
て
い
る
窓
口
職

員
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、

D
X
推
進
と
い
う
新
た
な
事

業
を
展
開
し
て
い
く
う
え
で

は
、
限
ら
れ
た
職
員
配
置
の

中
の
担
当
窓
口
職
員
を
中
心

と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
、
新
規
導
入
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。
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佐藤�幸一　議員

町長

本
町
の
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
は
、

出
産
時
や
出
産
後
に
重
点
が

置
か
れ
て
い
る
が
、
妊
婦
さ

ん
が
町
外
の
医
療
機
関
で
受

診
す
る
健
康
診
査
や
出
産
時

の
交
通
費
の
助
成
を
行
う
こ

と
に
よ
る
子
育
て
支
援
の
拡

充
に
つ
い
て
伺
う
。

問

令
和
２
年
度

よ
り
清
水
町

妊
産
婦
健
康
診
査
等
通
院
交

通
費
助
成
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

　

健
康
診
査
15
回
分
、
出
産

時
１
回
の
合
計
16
回
、
往
復

９
５
３
円
を
助
成
。
国
・
道

の
補
助
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
、
安
心
し
て
出
産
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

町
長

まちの景観について
管理方針の決定や町道の清掃等
を実施し、対応していく

町長

町
は
交
流
人
口
を

増
や
し
、
ま
ち
の

活
性
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い

る
が
、
そ
の
た
め
に
は
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
と
も
に

景
観
に
も
配
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

存
在
し
な
い
温
泉
看
板
の

乱
立
や
、
国
道
38
号
と
本
通

り
の
交
差
点
に
設
置
し
て
あ

問

る
看
板
支
柱
の
錆
や
切
れ
た

ま
ま
の
照
明
、
御
影
に
設
置

し
た
ま
ま
の
開
町
１
０
０
年

看
板
、
町
道
や
国
道
、
道
道

の
車
道
と
歩
道
の
境
の
雑

草
な
ど
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

温
泉
看
板
に

つ
い
て
は
所

有
者
に
対
し
、
適
正
な
管
理

を
行
う
よ
う
理
解
を
求
め
て

い
く
。
他
の
看
板
は
老
朽
化

し
て
お
り
、
危
険
状
態
を
定

期
的
に
確
認
し
つ
つ
、
撤
去

や
改
修
利
用
を
含
め
て
管
理

方
針
を
決
定
す
る
。

　

道
路
の
雑
草
に
つ
い
て

は
、
町
道
は
月
１
回
清
掃
を

し
、
委
託
や
直
営
で
実
施
し

て
い
く
。
国
道
や
道
道
に
つ

い
て
は
、
苦
情
が
あ
れ
ば
そ

の
都
度
担
当
部
局
へ
連
絡
す

る
。 町

長

清水高等学校存続支援に
ついて

限りある予算の中で有効な清水高校
への支援と振興活動を進めていく

教育長

清
水
高
校
の
令
和

６
年
度
の
出
願
状

況
は
、
募
集
１
２
０
人
に
対

し
て
80
人
に
な
っ
て
お
り
、

実
際
入
学
す
る
生
徒
は
60
人

前
後
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
募
集
人
数
が
80

人
、
40
人
と
減
少
し
、
そ
の

先
は
閉
校
へ
と
進
ん
で
い
く

こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

　

他
町
で
も
実
施
し
、
効
果

問

が
上
が
っ
て
い
る
と
さ
れ
る

次
の
支
援
策
を
実
施
す
る
考

え
が
な
い
か
伺
う
。

（
１
）
入
学
準
備
金
制
度
の

　
　

��

創
設

（
２
）
通
学
費
の
助
成

（
３
）
見
学
旅
行
費
の
助
成

（
１
）「
G
I
G

A
ス
ク
ー
ル

構
想
」
に
よ
り
、
一
人
一
台

の
端
末
が
必
要
と
な
り
、
購

入
支
援
を
し
て
い
る
。
入
学

準
備
金
と
毎
月
の
修
学
金
の

貸
付
を
し
て
い
る
。
新
た
な

支
援
の
考
え
は
無
い
。

（
２
）
御
影
方
面
か
ら
来
る

通
学
者
に
は
支
援
は
続
け
る

が
、
そ
れ
以
外
の
通
学
者
へ

の
支
援
を
す
る
考
え
は
無

い
。

（
３
）
現
在
、
見
学
旅
行
費

用
の
支
援
は
考
え
て
い
な

い
。
限
り
あ
る
予
算
の
中
で

有
効
な
清
水
高
校
へ
の
支
援

と
振
興
活
動
を
、
学
校
・
高

校
振
興
会
等
と
相
談
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

教
育
長

道路の雑草
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町
内
の
小
中
学
校

で
は
２
０
１
９
年

か
ら
、ふ
る
さ
と
「
清
水
町
」

の
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
産

業
な
ど
を
調
べ
、
地
域
の
未

来
の
姿
を
考
え
、
地
域
の
た

め
に
行
動
す
る
取
り
組
み
な

ど
、
地
域
へ
の
愛
着
醸
成
に

繋
が
る
「
十
勝
清
水
学
」
を

学
習
し
て
い
る
。
少
し
前
ま

で
は
近
所
付
き
合
い
か
ら
自

然
と
学
べ
て
い
た
こ
と
も
、

地
域
の
関
わ
り
が
希
薄
に
な

り
誰
か
が
仕
掛
け
て
い
か
な

い
と
そ
の
体
制
は
取
れ
な
い

よ
う
に
思
う
。

　

清
水
町
出
身
で
は
な
い
家

庭
も
増
え
、
地
域
の
こ
と
を

家
庭
で
伝
承
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
同

じ
町
に
住
む
人
を
知
り
、
関

わ
り
あ
う
こ
と
も
大
切
で
あ

る
。
町
の
強
み
や
先
人
か
ら

受
け
継
い
で
来
た
郷
土
の
誇

り
や
魅
力
を
未
来
に
繋
ぐ
た

め
に
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で

は
な
く
、
町
民
や
町
に
関
わ

る
方
も
「
十
勝
清
水
学
」
を

学
べ
る
機
会
を
増
や
し
て
み

て
は
ど
う
か
。
子
ど
も
た
ち

問

「十勝清水学」をもっと
多くの方が学べる機会を

子どもたちだけではなく、大
人にも学ぶ機会を提供できる
よう連携を図る

教育長

山本�奈央　議員

が
学
ん
で
い
る
こ
と
を
き
っ

か
け
に
「
十
勝
清
水
学
」
を

共
通
の
言
葉
と
し
て
ま
ち
で

取
り
組
ん
で
い
っ
て
は
ど
う

か
伺
う
。

町
内
の
小
・

中
学
校
で
は

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

の
中
で
、
教
室
で
の
授
業
以

外
に
校
外
学
習
で
町
を
探
訪

し
、
ふ
る
さ
と
清
水
町
へ
の

愛
着
と
誇
り
の
醸
成
を
目
的

に
、
自
然
、
歴
史
、
産
業
な

ど
に
つ
い
て
を
「
十
勝
清
水

学
」
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
学
校
で
の
取
り
組
み
に

関
す
る
情
報
を
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
、
広
く
周

知
し
て
い
る
。

　

町
民
や
町
に
関
わ
る
方
々

に
対
す
る
取
り
組
み
と
し

て
、
新
し
く
町
内
の
小
・
中

学
校
に
赴
任
し
た
教
職
員

や
新
規
採
用
の
町
職
員
に
対

し
、
町
内
の
史
跡
や
授
業
に

活
用
で
き
る
施
設
な
ど
を

見
学
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
町
民
を
対
象
に

社
会
教
育
振
興
事
業
や
文
化

教
育
長

芸
術
振
興
事
業
で
清
水
町
の

歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
た
め
の

場
を
提
供
し
て
い
る
。

　

今
後
よ
り
多
く
の
町
民

が
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
に

興
味
と
関
心
を
高
め
、
ふ
る

さ
と
清
水
町
へ
の
郷
土
愛
や

誇
り
を
持
て
る
よ
う
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
大
人
に

な
っ
て
か
ら
も
「
清
水
町
を

学
ぶ
」
機
会
を
提
供
し
、
事

業
に
関
わ
る
情
報
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
広
く
周
知
し
、
事
業

を
継
続
・
拡
充
・
見
直
す
な

ど
、
各
団
体
と
の
連
携
を
図

り
実
施
し
た
い
。

総合的な学習時の時間での様子
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本
年
１
月
１
日
、
真

冬
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
で
は
、
避
難
所
で

住
民
が
寒
さ
に
震
え
た
。
こ

の
地
震
が
北
海
道
の
本
町
で

起
き
て
い
た
ら
ど
う
な
っ
て

い
た
か
と
考
え
ざ
る
を
得
な

い
。
本
町
で
も
８
年
前
、
台

風
10
号
に
よ
る
災
害
で
ペ
ケ

レ
ベ
ツ
川
、
芽
室
川
、
久
山

川
な
ど
が
氾
濫
し
、
突
然
町

民
の
平
和
な
暮
ら
し
を
襲
っ

た
。
国
道
を
初
め
、
多
く
の

道
路
を
寸
断
し
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
に
大
き
な
影
響
を
与
え

近
年
ま
で
回
復
し
な
か
っ
た

こ
と
を
思
い
出
す
。
そ
こ
で

以
下
の
点
に
つ
い
て
考
え
を

伺
う
。

（
１
）
清
水
町
の
防
災
に
つ

い
て
、
町
民
が
理
解
し
行
動

す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に

広
報
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る

か
。

（
２
）
被
災
し
た
町
民
に
対

す
る
避
難
所
の
設
定
、
運
営

に
つ
い
て
の
方
策
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

（
３
）
災
害
弱
者
で
あ
る
高

齢
者
、
体
の
不
自
由
な
方
、

問

能登半島地震を見ながら、
清水町の災害対策を考える

様々な人に配慮した避難所運営を努
めていく

町長

（
１
）
防
災

に
つ
い
て
の

広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
し

み
ず
で
の
「
防
災
特
集
」
の

掲
載
。
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

の
全
戸
配
布
、
防
災
行
政
無

線
の
無
償
貸
付
を
行
っ
て
い

る
。
更
に
町
内
会
や
団
体
か

ら
の
要
請
で
、
家
庭
で
の
防

災
対
策
の
説
明
や
小
・
中
学

校
の
児
童
生
徒
に
対
す
る
防

災
教
育
を
行
い
、
防
災
意
識

の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

（
２
）
災
害
が
発
生
あ
る
い

は
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
、町
は
直
ち
に
情
報
収
集
、

警
戒
、
非
常
配
備
態
勢
の
決

定
、
職
員
を
参
集
し
災
害
へ

の
初
動
対
応
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て「
災
害
対
策
本
部
」

中河�つる子　議員

町
長

女
性
、
子
ど
も
に
対
す
る
、

避
難
所
に
お
け
る
安
心
、
安

全
な
対
策
が
具
体
的
に
立
て

ら
れ
て
い
る
か
。

（
４
）
過
酷
な
寒
さ
の
時
期

に
備
え
て
、
備
蓄
品
や
非
常

持
ち
出
し
品
の
再
点
検
が
必

要
で
は
な
い
か
。

を
設
置
、
避
難
所
運
営
は
町

職
員
の
運
営
管
理
者
、
施
設

管
理
者
、
町
内
会
代
表
、
女

性
も
加
え
て
運
営
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
。

（
３
）
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

妊
婦
、
乳
幼
児
等
の
要
配
慮

者
、
女
性
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

へ
配
慮
し
て
い
く
。
避
難
所

運
営
に
お
け
る
女
性
の
参
画

を
推
進
し
男
女
双
方
の
視
点

に
も
配
慮
す
る
も
の
と
し
、

女
性
や
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー

ズ
に
配
慮
し
た
避
難
所
運
営

に
努
め
て
い
く
。

（
４
）
清
水
町
の
災
害
備
蓄

計
画
に
基
づ
い
て
防
災
資
機

材
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

寒
冷
期
の
避
難
に
必
要
な
保

温
シ
ー
ト
、
石
油
と
ガ
ス
ス

ト
ー
ブ
を
備
蓄
し
て
い
る
。

ト
イ
レ
は
簡
易
ト
イ
レ
と
携

帯
ト
イ
レ
の
備
蓄
を
進
め
、

近
年
の
災
害
リ
ス
ク
を
踏
ま

え
、
随
時
見
直
し
を
行
っ
て

い
る
。

防
災
マ
ッ
プ
清
水
市
街　
　

　
　
　

↓

　
　
　
　

↑

防
災
マ
ッ
プ
御
影
市
街
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昨
年
は
本
町

に
お
い
て
も

気
温
の
高
い
日
が
続
き
、
７

月
上
旬
か
ら
10
月
下
旬
ま
で

の
蜂
の
巣
駆
除
を
延
べ
87
件

対
応
し
た
。
そ
の
う
ち
、
防

護
服
と
薬
剤
を
貸
し
出
し
し

た
の
が
65
件
、
駆
除
業
者
へ

依
頼
し
た
の
が
22
件
で
あ

り
、
駆
除
業
者
へ
の
依
頼
は

全
件
希
望
す
る
65
才
以
上
で

蜂
の
巣
駆
除
に
つ

い
て
は
希
望
す
る

65
才
以
上
の
世
帯
は
町
で
行

っ
て
い
る
が
、
近
隣
に
そ
の

世
帯
の
子
ど
も
が
住
ん
で
い

る
場
合
は
対
象
と
な
ら
な

い
。
何
と
か
な
ら
な
い
か
と

い
う
声
を
町
民
か
ら
聞
く

が
、
改
善
す
る
考
え
が
あ
る

か
。 問

町
長

現
在
進
め
ら
れ
て

い
る
、
体
育
館
建

設
に
対
し
て
再
考
す
る
べ
き

だ
と
思
う
。
町
民
の
中
に
も

物
価
高
騰
の
中
、
我
々
の
生

活
を
守
る
べ
き
だ
と
い
う
声

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
も
う

一
度
、
体
育
館
建
設
に
対
し

て
協
議
す
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

問

２
０
５
０
年
の
人

口
推
計
が
発
表

さ
れ
、
清
水
町
の
人
口
は

５
６
６
７
人
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。
十
勝
管
内
で
は
変
わ

ら
ず
５
番
目
の
人
口
で
あ

る
。
し
か
し
26
年
後
の
予
想

で
あ
り
、
今
後
の
努
力
し
だ

い
で
は
、
５
６
６
７
人
よ
り

も
増
加
す
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
逆
に
減
少
す
る
か
も
し

れ
な
い
。
つ
い
て
は
、
以
下

問

町
長 蜂

の
巣
駆
除
に

つ
い
て

本
町
に
子
ど
も
を
含
め
た
家

族
が
い
な
い
世
帯
と
な
っ
て

い
る
。

　

今
後
も
駆
除
業
者
へ
の
依

頼
は
、
希
望
す
る
65
才
以
上

で
本
町
に
子
ど
も
を
含
め
た

家
族
が
い
な
い
世
帯
の
み
を

対
象
と
し
て
い
こ
う
と
考
え

る
。

より良い施設とし、住み続
けたい町となるよう計画を
進めていく

教育長

体育館建設について

人口目標を目指して各種取り組み
を進めていく町長

人口減少対策について

今
後
も
現
状
ど
お
り
の

対
応
と
し
た
い

只野�敏彦　議員

令
和
４
年
度

に
策
定
し
た

基
本
構
想
、
基
本
設
計
を
経

て
、
令
和
５
年
度
と
令
和
６

年
度
の
２
年
間
は
、
令
和
７

年
度
の
実
施
設
計
に
向
け
て

よ
り
良
い
施
設
と
す
る
た
め

の
情
報
収
集
な
ど
を
行
い
、

建
設
実
施
に
向
け
た
対
応
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

物
価
高
騰
の
中
、
多
額
な

費
用
を
要
す
る
施
設
計
画
で

は
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
町

民
生
活
の
安
全
や
安
心
を
確

保
し
、
総
合
計
画
の
将
来
像

で
示
さ
れ
て
い
る
、
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
町
と
な
る

よ
う
、
計
画
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育
長

に
つ
い
て
伺
う
。

（
１
）
清
水
町
独
自
の
人

口
推
計
が
あ
る
な
ら
ば
、

２
０
３
０
年
、２
０
４
０
年
、

２
０
５
０
年
の
人
口
推
計
に

つ
い
て
伺
う
。

（
２
）
人
口
が
５
６
６
７
人

を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
、
ど

う
い
う
努
力
を
し
て
い
く
の

か
。

（
１
）
人
口

予
測
と
し
て

独
自
に
推
計
し
た
数
値
は
な

い
。
総
合
計
画
策
定
時
に
お

い
て
、
人
口
目
標
と
し
て
30

年
は
８
７
７
９
人
、
40
年
で

は
８
１
９
４
人
、
50
年
で
は

７
５
２
９
人
と
掲
げ
て
い

る
。

（
２
）
人
口
減
少
対
策
は
ど

の
自
治
体
に
お
い
て
も
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
様
々
な
施

策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
空

き
家
対
策
の
充
実
や
若
者
世

代
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た

施
策
な
ど
成
果
を
上
げ
て
い

る
事
例
も
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
事
例
を
参
考
に
し
つ
つ
、

各
種
施
策
を
進
め
て
い
く
。

町
長

清水町体育館
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能
登
半
島
地
震
で

は
被
災
者
の
避
難

生
活
の
長
期
化
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
特
に
高
齢
者
や
障

が
い
者
な
ど
災
害
弱
者
へ
の

対
応
、
ト
イ
レ
問
題
、
避
難

所
運
営
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

課
題
が
明
ら
か
に
な
り
、
日

頃
の
防
災
対
策
の
重
要
性
を

認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
今
回
の

地
震
を
教
訓
に
、
町
民
の
命

を
守
る
防
災
対
策
強
化
の
た

め
の
専
門
部
局
の
創
設
に
つ

い
て
考
え
を
伺
う
。

問

本
町
の
防
災

担
当
部
局
は
、

総
務
課
主
幹
を
中
心
に
課
長

以
下
６
名
で
業
務
を
担
っ
て

い
る
。
災
害
発
生
時
に
は
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
役

町
長

防災対策専門部局の創設
について考えを問う

全職員で円滑な行動ができるよう訓
練を行っていく

町長

インセンティブ交付金から見た高齢
者の自立支援の評価指数の現状と今
後の取り組みについて考えを問う

広報しみず及び SNS を活用した今後
の町の広報戦略について考えを問う

広報しみずとお知らせ版を統合し、
配布の負担軽減等を図る

町長

町
民
へ
の
情
報
伝

達
の
重
要
な
手
段

と
し
て
「
広
報
し
み
ず
」
と

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
中
心

と
し
た
S
N
S
の
活
用
が
あ

問

２
０
１
８
年
の
介

護
保
険
法
改
正
で
、

平
成
30
年
か
ら
市
町
村
の
権

限
強
化
と
し
て
、
高
齢
者
の

自
立
支
援
の
評
価
指
標
に
よ

る
財
政
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

が
新
た
に
導
入
さ
れ
た
。
そ

こ
で
、以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

（
１
）
評
価
指
標
の
内
容

（
２
）
町
の
国
か
ら
の
評
価

（
３
）
現
状
の
課
題
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問

場
全
体
で
対
応
す
る
た
め
、

普
段
か
ら
全
職
員
で
円
滑
な

行
動
が
で
き
る
よ
う
に
机
上

訓
練
や
避
難
所
設
置
訓
練
等

を
行
っ
て
い
く
。

地域課題の把握と各種施策を一層
進め、国からの財政支援を高める町長

交
付
金
は
、

高
齢
者
の
自

立
支
援
・
重
度
化
防
止
や
介

護
予
防
・
健
康
づ
く
り
等
の

保
険
者
努
力
の
達
成
度
を
評

価
指
標
で
点
数
化
し
、
点
数

に
応
じ
て
交
付
金
が
配
分
さ

れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。

(
１
）
①
保
険
者
機
能
強
化

に
向
け
た
体
制
構
築
、
②
自

立
支
援
・
重
度
化
防
止
施
策

の
推
進
、
③
介
護
保
険
運
営

の
安
定
化
推
進
の
大
き
く
３

区
分
で
指
標
項
目
は
２
０
２

項
目
あ
る
。

町
長

（
２
）
直
近
３
ヶ
年
は
一
定

程
度
の
評
価
を
受
け
て
い

る
。

（
３
）
今
後
は
地
域
課
題
の

把
握
と
各
種
施
策
を
一
層
進

め
、
国
か
ら
の
財
政
支
援
を

高
め
た
い
。

る
。
様
々
な
伝
達
媒
体
は
町

民
に
と
っ
て
も
選
択
肢
が
増

え
る
一
方
、
紙
媒
体
で
あ
る

広
報
し
み
ず
は
、
高
齢
化
に

よ
り
町
内
会
で
の
配
布
が
困

難
な
状
況
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
４
月
か
ら
広
報
し
み

ず
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

に
変
わ
り
、
そ
し
て
今
後
の

広
報
戦
略
に
つ
い
て
考
え
を

伺
う
。

本
年
４
月
以

降
は
「
広
報

し
み
ず
」
と
「
お
知
ら
せ
版
」

を
統
合
し
、
フ
ル
カ
ラ
ー
で

発
行
し
、
町
内
会
配
布
の
負

担
軽
減
と
紙
資
源
の
節
約
を

図
る
。

　

今
後
は
新
た
に
公
式
ラ
イ

ン
を
開
設
し
、
S
N
S
等
可

能
な
限
り
活
用
し
、
ま
ち
の

話
題
や
魅
力
を
町
内
外
に
伝

え
る
広
報
活
動
と
、
テ
レ
ビ

画
面
に
町
か
ら
情
報
を
表
示

す
る
地
デ
ジ
広
報
を
活
用
し

て
い
く
。

町
長

防災訓練の様子
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鈴木�孝寿 議員

役場における町民への過払い
未払いの取り扱いについて

今後もミスを繰り返さないように
再発防止に努める

町長

町
民
へ
の
助
成
金

や
補
助
金
を
交
付

す
る
際
に
、
誤
っ
て
支
出
し

た
件
数
は
本
年
ど
の
程
度
あ

っ
た
の
か
。
ま
た
再
発
防
止

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

問

る
よ
う
働
き
か
け
た
い
と
思

う
。

過
払
い
が
７

件
、
支
払
い

遅
延
が
１
件
あ
っ
た
。
事
務

ミ
ス
が
発
生
し
た
場
合
、
原

因
は
何
か
、
そ
の
対
応
は
ど

の
よ
う
に
し
た
か
、
そ
し
て

再
発
防
止
に
向
け
た
取
り
組

み
方
針
に
つ
い
て
報
告
し
、

同
じ
ミ
ス
が
無
い
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
も
再
発

防
止
に
努
め
て
い
く
。

町
長

す
ぐ
に
謝
罪
に
直

接
訪
問
し
た
こ
と

も
聞
い
て
い
る
が
、
本
人
に

瑕
疵
が
非
常
に
薄
い
場
合
、

該
当
す
る
方
々
の
心
情
は
複

雑
に
な
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
対
応
に
つ
い
て
は
慎
重

に
お
願
い
し
た
い
。

問

今
後
十
分
留

意
し
て
進
め

て
い
き
た
い
。

町
長

公的な団体における決算
報告の見える化について

可能な限り公表するよう
働きかけたい町長

各
種
団
体
か

ら
は
事
業
完

了
に
伴
い
、
決
算
報
告
を
受

け
て
事
業
が
適
正
に
行
わ
れ

て
い
る
か
審
査
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

町
民
に
理
解
し
て
も
ら
う

努
力
に
つ
い
て
は
、
各
団
体

が
総
会
に
お
い
て
会
員
に
報

告
し
承
認
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
町
と
し
て

そ
れ
ら
団
体
等
の
活
動
や
決

算
状
況
を
公
表
す
る
義
務
は

な
い
。
し
か
し
、
公
表
さ
れ

て
い
る
団
体
等
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
可
能
な
限
り
公
表
す

町
長 役

場
の
補
助
で
運

営
し
て
い
る
団
体

の
事
業
報
告
や
決
算
は
担
当

部
署
で
受
け
て
い
る
が
、
現

状
に
お
い
て
町
民
が
知
り
え

る
機
会
は
少
な
い
。
運
営
費

50
％
を
超
え
る
団
体
の
事
業

や
決
算
報
告
を
公
開
し
、
少

子
高
齢
化
に
よ
る
事
業
の
厳

し
さ
を
含
め
町
民
に
現
状
を

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
お

い
て
公
開
し
て
は
ど
う
か
。

問

出張等に置ける外部団体か
らの旅費の受領について

次年度はこれまで通り運営
していく

町長

町
長
や
職
員
が
出

張
す
る
際
に
、
外

部
団
体
等
か
ら
旅
費
を
受
領

し
て
出
張
す
る
こ
と
が
あ
る

と
聞
く
。
旅
費
規
定
よ
り
多

く
も
ら
っ
た
場
合
や
、
少
な

く
受
領
し
た
際
の
対
応
、
ま

た
、
こ
れ
ま
で
役
場
の
補
助

団
体
に
職
員
の
出
張
旅
費
を

予
算
化
し
て
補
助
し
て
い
る

実
態
が
あ
る
が
、
役
場
職
員

と
し
て
出
張
す
る
の
に
、

問

補
助
団
体
か
ら
の
職
員
の
旅

費
支
出
は
社
会
通
念
上
理
解

で
き
な
い
。
長
年
の
習
慣
と

思
わ
れ
る
が
、
是
正
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

本
年
度
の
外

部
団
体
の
旅

費
負
担
件
数
は
、
29
の
用
務

に
対
し
、
延
べ
52
名
に
旅
費

の
負
担
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
清
水
町
職
員
等
の
旅

費
支
給
規
則
第
３
条
第
５
号

の
規
程
に
あ
る
と
お
り
旅
費

の
支
給
の
調
整
を
し
て
き
た

と
こ
ろ
だ
が
、
次
年
度
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
予

算
編
成
し
て
い
る
の
で
、
運

営
し
て
い
き
た
い
と
思
う

が
、
次
年
度
以
降
に
つ
い
て

は
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

町
長
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議会報告会と町民との意見交換会議会報告会と町民との意見交換会

令和５年度の議会報告会と町民との意見交換会は、文化センター（10月25日）と御影公民館（10
月26日）で開催し、延べ27名の町民の皆様にご参加いただきました。
開催方法をこれまでの「一問一答方式」から一新し、全参加者が少人数に分かれて町民と議員が直

接意見交換を行う「グループディスカッション方式」に変更しました。
このような方法での開催は初めての試みであり不安な点もありましたが、多くの活発な意見が出さ

れとても有意義な意見交換会となりました。参加いただいた皆様、ありがとうございました。

テーマ
（１）「議員定数・報酬及び女性議員の登用について」
（２）「開かれた議会（委員会中継や SNS の活用など）について」
（３）「フリートーク」

項 目 コメント 取り扱い
・議員のやっていることがわからない。委員会で大事な話を
しているのか。

今後開かれた議会を目指し、あり方を
検討する。

検討

・議会基本条例制定の時期に来ているのではないか。 議会活性化の議論の中で検討する。 検討
・議会のルールをシンプルにしては。議場内外の議論の
仕方に乖離がある。議論しやすい環境を。

今後の議論のなかでの参考とする。 参考

・町内の色々な現場を議員が見てほしい。
（旭山の）キャンプ場を見ているのか。

個々の議員活動に活かしてもらう。 参考

議会運営委員会議会運営委員会

厚生文教常任委員会厚生文教常任委員会

項 目 コメント 取り扱い
・町内会は現状でいいのか。（町内会に入会していない人へ
の広報配布をどうするのか。）

今後の検討課題として、委員会活動の
参考とする。

参考

・町内会の加入率。 今後の検討課題として、委員会活動の
参考とする。

参考

・（町内会で）できる人ができない人のサポートをしている。
（広報はコンビニでもらう、ゴミ出しについても）

今後の検討課題として、委員会活動の
参考とする。

参考

・（物流）２０２４問題～求人はあるが人が来ない。勤務状
況の変化（運転手確保）

本町にとっても注視していきたい。 参考

・役場窓口の DX 導入～書かない窓口の導入（例：北見市） 本町にとっても注視していきたい。 参考

・生活安全パトロールについて、なり手がいない。 今後の検討課題として、委員会活動の
参考とする。

参考

・子育て世帯に対して、住みやすいまちづくりと生活支援 今後の検討課題として、委員会活動の
参考とする。

参考

・御影小・中について、体育館の雨漏りがある。予算がない
と言われるがどうにかならないのか。

確認して検討する。 検討

・介助員不足。 今後の検討課題として、委員会活動の
参考とする。

参考

・高齢者の集まりや団体活動に相互協力。 今後の検討課題として、委員会活動の
参考とする。

参考

※今回は（３）の「フリートーク」で出されたご意見を整理した主なものについて、その内容をご紹
介します。
全体の結果報告書は、議会のホームページ（右記 QR コード）に掲載しています。
是非ご覧ください。

グループディスカッション方式のグループディスカッション方式の初開催
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総務産業常任委員会総務産業常任委員会

項 目 コメント 取り扱い
・水のある場所の糞尿等の対策を。 今後の所管事務調査等で検討する。 検討

・道路の雑草
今後の検討課題として、委員会活動の
参考とする。

参考

・買い物バスの現状（社会福祉協議会の現状、年間4,600件の
ドライバーの現状）を直接議員に見てほしい。

今後の所管事務調査等で検討する。 検討

・３つのパークゴルフ場は一括管理してはどうか。公認
コースを設置してほしい。

今後の検討課題として、委員会活動の
参考とする。

参考

・公営住宅の環境整備について、町に伝えても「予算が・・・」
毎年秋に伝達するが変わらない。

今後の検討課題として、委員会活動の
参考とする。

参考

・商品券 ( 物価高騰対策として30％プレミアは助かって
いる。燃料代に40％使われている。)

今後の所管事務調査等で検討する。 検討

第２回モニター会議第２回モニター会議
　令和５年度「第２回モニター会議」は2月15日（木）に役場３階第２委員会室で開催し、議会運営委
員会（橋本委員長）の進行によりモニター３名が出席し、意見交換を行いました。
　モニターから出された意見・回答・今後の対応について、一部をご紹介します。
議事録や全体の意見は議会HP（右記QRコード）に掲載しています。）

意見 回答 今後の対応
・インターネット中継に加えて、フェ
　イスブックやインスタグラムを解説
　し、情報発信してほしい。

ルールづくりが必要であり、議会
活性化の議論の中で検討したい。

　　　　　��
同左

・議会のホームページに「議会モニタ
　ー」のページがない。

����������������������検討する。 �※４月より、議会モニターの
　�ページを設けました。

【ホームページやインターネット中継について】

　　　　　　　　　 意見 　　　　　　　　　回答 　　　　　今後の対応
・清水高校生模擬議会は初々しく、継
　続してほしい。今後は議会が出向い
　ても良いのでは。

�議会活性化の議論の中で検討したい。 ��������������������同左

・町広報と同様に「議会だよりモニタ
　ー」も必要ではないか。

広報広聴常任委員会で検討していた
�だく。

��������������������同左

【議会だよりを読んで】

　　　　　　　　　 意見 　　　　　　　　　回答 　　　　　今後の対応
・議会基本条例を作成してはどうか。 �議会活性化の議論の中で検討したい。 ��������������������同左
・町民との意見交換会での「グループ
　ディスカッション」は意見交換しや
　すく、良い取り組みである。
　議論テーマを常任委員が所管する項
　目としてはどうか。

�テーマについては議員にも賛否が
�あったので、次回に向けた参考と
�したい。

�議会活性化の議論の中で検討
�したい。

【その他】

清水町議会モニター

出田 牧子 さん　　　鈴木 謙三 さん
大野 春雄 さん　　　三浦 明彦 さん
北村 光明 さん　　　吉國 和則 さん
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　委員会活動として閉会中に行った所管事務調査の内容を、
各委員会は第２回定例会において報告しました。
※ 内容は要約されています。報告書の全文はホームページ

（右記 QR コード）に掲載しています。

委 員 会
レ ポ ー ト

総
務
産
業
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

　

令
和
５
年
度
建
設
課
所
管

の
工
事
請
負
、
委
託
業
務
、

備
品
購
入
の
進
捗
状
況
並
び

に
清
水
町
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
策
定
状
況
に
つ

い
て
、
建
設
課
か
ら
説
明
を

受
け
て
調
査
を
行
っ
た
。

︻
工
事
請
負
の
概
要
︼

　

住
宅
都
市
係
で
は
防
犯
灯

改
修
、
西
都
団
地
建
設
工
事

等
６
本
で
契
約
額
９
７
１
５

万
９
０
０
円
、
土
木
係
で
は

町
道
舗
装
補
修
、
現
道
拡
幅
、

新
設
改
良
工
事
等
９
本
で
契

約
額
４
億
１
４
５
３
万
６
０

０
０
円
、
土
木
管
理
係
で
は

道
路
区
画
線
設
置
、
側
溝
流

末
処
理
等
４
本
で
契
約
額
１

４
８
７
万
７
８
０
０
円
、
公

園
緑
化
係
で
は
清
水
御
影
両

公
園
の
改
修
工
事
２
本
で
契

約
額
３
１
９
２
万
２
０
０
０

円
。

【
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
策
定
状
況
】

　

過
去
に
定
め
た
都
市
計
画

が
相
当
期
間
に
わ
た
り
固
定

化
さ
れ
て
き
た
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
都
市
の
現
状
や

将
来
を
見
据
え
た
適
切
な
見

直
し
を
進
め
て
行
く
必
要
性

が
あ
り
そ
の
指
針
と
し
て
役

割
を
果
た
す
も
の
と
し
て
、

令
和
６
年
度
の
計
画
決
定
を

目
標
に
現
在
策
定
中
で
あ
る
。

　

令
和
４
年
度
に
は
庁
内
検

討
委
員
会
、
庁
内
作
業
部
会

で
、
主
に
現
状
把
握
と
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
主
要

課
題
を
整
理
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
空
き
家
対

策
、
施
設
等
の
老
朽
化
、
用

途
地
域
の
見
直
し
、
土
地
利

用
、
公
園
施
設
関
連
、
交
通

体
系
等
計
13
項
目
の
課
題
を

把
握
し
、
将
来
の
都
市
構
造

の
設
定
を
策
定
中
で
あ
る
。

　

策
定
最
終
年
度
の
令
和
６

年
度
は
、
北
海
道
と
協
議
後

に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

経
て
、
計
画
決
定
を
目
指
す

流
れ
と
な
っ
て
い
る
説
明
を

受
け
た
。

【
現
状
と
課
題
】

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
策
定
に
関
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
現
状
把
握
と
課
題
を

整
理
し
、
空
き
地
空
き
家
対

策
、
将
来
展
望
を
踏
ま
え
た

用
途
地
域
の
見
直
し
等
が
必

要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
る
。

　

新
た
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
町
民
が

引
き
続
き
こ
の
町
で
充
実
し

た
暮
ら
し
を
送
り
続
け
ら
れ

る
こ
と
を
第
一
と
し
て
、
残

り
一
年
の
策
定
期
間
で
は
現

行
プ
ラ
ン
の
評
価
と
検
証
結

果
に
基
づ
き
、
時
代
や
本
町

の
風
土
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に

マ
ッ
チ
し
た
都
市
構
造
を
再

認
識
し
た
上
で
、
絵
空
事
で

は
な
い
実
効
性
を
重
ん
じ
、

現
実
路
線
を
見
定
め
総
合
計

画
と
整
合
性
を
図
り
な
が
ら

策
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

令
和
５
年
度
の
土
木
・
建
築
に
係
る　
　

進
捗
状
況
に
つ
い
て調

査
日　

令
和
６
年
２
月
２
日

　

児
童
館
の
老
朽
化
に
よ
り

令
和
６
年
度
か
ら
「
放
課
後

子
ど
も
教
室
」
を
設
置
し
て

い
る
小
学
校
へ
移
転
し
て
一

体
的
に
運
営
す
る
た
め
、
改

修
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
御
影
学
童
ク
ラ
ブ
と
併

せ
て
そ
の
現
状
と
今
後
の
課

題
を
探
る
た
め
調
査
を
行
っ

た
。

︻
子
育
て
支
援
課
︼

　

第
一
・
第
二
学
童
ク
ラ
ブ

は
平
均
し
て
約
70
名
く
ら
い

の
子
ど
も
が
利
用
し
て
い
る
。

御
影
学
童
ク
ラ
ブ
は
登
録
者

の
半
数
く
ら
い
で
あ
る
。
放

課
後
子
ど
も
教
室
は
利
用
者

が
約
10
名
で
バ
ス
待
ち
が
約

35
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

し
て
は
、
令
和
６
年
５
月
か

ら
８
月
を
目
途
に
清
水
小
学

校
の
学
童
予
定
教
室
等
の
改

修
を
行
い
、
そ
の
後
９
月
に

移
動
を
予
定
し
て
い
る
。
改

修
後
の
教
室
で
学
童
ク
ラ
ブ

と
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
一

体
的
に
運
営
し
、
バ
ス
待
ち

児
童
は
他
の
場
所
を
使
う
。

︻
総
括
︼

　

登
録
者
数
と
実
際
の
利
用

者
数
の
差
に
つ
い
て
は
、
親

の
仕
事
や
病
気
等
に
よ
り
、

利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合

を
想
定
し
登
録
だ
け
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。
現
在
の
指

導
員
は
清
水
学
童
ク
ラ
ブ
は

５
名
、
御
影
学
童
ク
ラ
ブ
は

３
名
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

町
の
放
課
後
学
童
ク
ラ
ブ

の
環
境
整
備
は
整
っ
て
き
た

が
、
今
後
の
運
営
に
お
け
る

学
校
側
と
の
連
携
を
は
じ
め
、

各
関
係
機
関
と
の
連
携
を
ど

う
構
築
し
て
い
く
の
か
は
今

後
の
課
題
で
あ
る
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

学
童
保
育
所
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

調
査
日　

令
和
６
年
２
月
７
日
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総務産業常任委員会総務産業常任委員会
・職員の労務管理ついて
・その他所管に関する事項について

厚生文教常任委員会厚生文教常任委員会
・終活の現状と今後の取り組みについて
・その他所管に関する事項について

議会運営委員会議会運営委員会
・議会活性化について
・議会の運営とその諸規定について
・議長の諮問に関する事項について

広報広聴常任委員会広報広聴常任委員会
・議会広報紙の編集及び発行について
・その他議会の広報及び広聴に関する事項について

６月定例会までの調査事項は次のとおりです

閉会中の閉会中の委員会活動委員会活動
２
月

21日・28日
　議会運営委員会

21日
全員協議会

3
月

６日・11日・12日・19日
　第２回清水議会定例会

６日・13日・14日・15日・18日
　予算審査特別委員会
６日・11日
　総務産業常任委員会

６日・11日
　厚生文教常任委員会

12日・28日
　議会運営委員会
18日
　全員協議会
19日
　広報広聴常任委員会

４
月

２日・19日
　広報広聴常任委員会

17日
　議会運営委員会

24日
　第３回町議会臨時会

24日
　総務産業常任委員会
24日
　厚生文教常任委員会
24日
　全員協議会

５
月

２日
　広報広聴常任委員会
10日
　厚生文教常任委員会

13日
　総務産業常任委員会

議 会 の う ご き

QR コード

【URL】  https://www.youtube.com/
channel/UCqFSzkMm12MoenvpvXcePtA

　本町議会の生中継や過去動画は、
ユーチューブにおいて配信しています。
ぜひパソコン、スマートフォンなど
からアクセスし、ご視聴ください。

議会中継を YouTube で視聴できます

第１回臨時会臨 時 議 会臨 時 議 会
ダイジェスト 第３回臨時会

●第１回臨時会　会期２月１日　
　条例改正１件、補正予算１件を原案のとおり可決
・条例改正　清水町手数料徴収条例の一部を改正する条例
・補正予算　令和５年度一般会計補正予算（第10号）

●第３回臨時会　会期４月24日
専決処分５件、物品取得の議決２件を原案どおり可決

・専決処分の承認
　町税条例の一部を改正する条例
　清水町過疎地域における固定資産税の課税免除に
　関する条例の一部を改正する条例　　　
　清水町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　令和５年度一般会計補正（第14号）
　令和５年度国民健康保険特別会計補正予算（第６号）
・物品取得の議決
　除雪作業車両（除雪専用車10ｔ）
　給餌ミキサー



開 会
６月７日

表紙の写真

入澤　和叶 さん���

６月定例会

　清水町の自然を魅力として　清水町の自然を魅力として

　　　　　　　　　更に広げたい！　　　　　　　　　更に広げたい！

︱
自
己
紹
介
を
お
願
い
し

　

ま
す

　

ま
ち
お
こ
し
プ
ロ
レ
ス
実

行
委
員
会
会
長
・
農
業
キ
ャ

ン
プ
代
表
の
御
影
中
学
校
３

年
生
で
す
。
２
期
連
続
で
生

徒
会
長
を
し
て
い
ま
す
。
帯

広
で
生
ま
れ
、
幼
少
期
に
清

水
町
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し

た
。

︱
清
水
町
に
住
ん
で
い
る
感

　

想
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

清
水
町
に
来
て
最
初
の
感

想
は
「
空
が
広
い
な
ぁ
」
で

し
た
。

好
き
な
と
こ
ろ
は
、
川
・

山
・
森
な
ど
自
然
が
身
近
に

あ
り
、
子
ど
も
が
自
由
に
遊

べ
て
、
才
能
を
活
か
し
て
育

つ
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
で

す
。
自
然
の
中
で
育
つ
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

｜
清
水
町
が
も
っ
と
良
く

　

な
っ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ

　

を
教
え
て
く
だ
さ
い

活
躍
し
て
い
る
地
域
の
方

の
知
識
な
ど
を
、
未
来
を
担

う
次
世
代
に
も
継
承
し
て
ほ

し
い
で
す
。

　

ま
ち
お
こ
し
プ
ロ
レ
ス
開

催
一
年
目
の
目
標
は
「
地
域

全
体
を
巻
き
込
ん
で
、
学
生

み
ん
な
で
イ
ベ
ン
ト
を
作
る
」

で
し
た
。
地
域
愛
を
は
ぐ
く

む
た
め
に
も
ま
ち
お
こ
し
や

地
域
貢
献
の
活
動
に
学
生
を

巻
き
込
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

｜
今
後
の
夢
を
教
え
て
く
だ

　

さ
い

清
水
町
の
自
然
を
魅
力
と

し
て
更
に
広
げ
た
い
で
す
。

今
年
の
イ
ベ
ン
ト
の
目
標
は

町
内
だ
け
で
な
く
十
勝
・
道

東
・
北
海
道
と
ま
ち
お
こ
し

の
輪
を
広
げ
、
魅
力
を
拡
散

し
た
い
で
す
。

　

自
分
の
得
意
な
こ
と
を
見

つ
け
た
り
興
味
が
あ
る
こ
と

を
調
べ
て
、
自
分
の
人
生
は

自
分
で
決
め
て
早
い
段
階
か

ら
準
備
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。

   いりさわ　 　    かずと

■発行　清水町議会　■編集　広報広聴常任委員会　
〒089-0192 　北海道上川郡清水町南4条2丁目２番地　☎（0156）62-3317　FAX（0156）62-5160　
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町町  民民  にに  イインンタタビビュューー

( 御影中央 )

　三毛猫のゆめ（7歳）が、やんちゃな子犬のひかる（9
か月）に手を焼きながらも仲良く暮らす姿に私たちも
癒されます。
　春の訪れと共に少しずつ屋外での活動も増えてきま
した。飼い主も身近で接する人もルールとマナーを守
り、明るく共生できる街並みをつくっていきたいです
ね。（いくもと米穀店【本通4】の仲良し家族（犬猫）
の一枚です。）
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担当：広報広聴常任委員会　佐藤　幸一

　令和６年６月定例会は、６月７日に
開会を予定しています。
　詳細は、６月上旬に発行する新聞チ
ラシ折込をご覧ください。
　清水町議会ホームページでは生中継
や録画中継がご覧になれます。

議会報告会と町民との意見交換会
　令和６年度の議会報告会と町民との意見交換会は、
文化センター（7月9日）と御影公民館（7月10日）
で開催を予定しています。
　詳細は、決まり次第新聞折込等でお知らせいたし
ます。


